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体脂質はその使命により, 主としてエネルギー源として用いられる variable elem ent と組織構成成分
となる構造的乃至は機能的な constant elem ent に大別されるが, 後者の中, 必須脂酸は生長発育に不可
欠であり, 燐脂質, コレステリンエステル, L ipoprotein の構成成分として, また抗脂肝作用, 0 Xidative
phosphorylation, 血管透過性との関連において, 極めて重要な生理学的, 栄養学的意義を持っているこ
とが近時明らかになって来た｡
よって著者は妊娠時の必須脂酸代謝を中心に追究すべく以下の実験を行った｡ 即ちウイスター系妊娠白
鼠を標準食飼育, 飢餓, 脂肪乳剤負荷の条件下におき, 各臓器組織について, 総脂質量を重量法により,
構成脂酸を井上, 野軌 平山氏のペーパークロマトグラフィーにより, 必須脂酸含量を A lkaline isom e-
rizing spectrophotom etric m ethode (H olm an, R iem enschneider の神藤氏変法) により測定し次の如
き結果を得た｡
1) 妊娠白鼠の母体肝, 筋における脂質保有率はいずれの条件においても非妊時より大であり, 胎盤,
胎仔肝もかなりの含有率を示している｡ 飢餓では母体肝外組織の脂質の動員は非妊時より大で妊卵へそれ
が大量供給され, 乳剤負荷のもと, それが容易かつ速やかに母体肝外組織へ蓄積貯臓されると共に, 妊卵
へも大量移行している｡
2) 標準食飼育時の母体肝, 筋の構成脂酸は非妊時と同様, ステアリン酸, パルミチン酸, ミリスチン
酸, オレイン酸, リノール酸, リノレン酸等であるが, 妊娠時ではリノール酸, オレイン酸が非妊時に比
し多量に含有されている｡
3) 総必須脂酸含量は, 妊娠時, 肝外組織において, いづれの条件においても非妊時より大である｡ 標
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準食飼育時, 妊娠肝ではリノール酸よりアラキ ドン酸- の移行即ち必須脂酸の活性化が克進しており, 妊
卵- 常時大量にアラキ ドン酸を供給している. 飢餓時では, 妊娠時肝外組織に蓄積された リノール酸が非
妊時より容易に肝へ動員され肝で活性化されて妊卵に供給されており, 乳剤負荷時では, 妊娠肝の活性が
化更に冗進, 妊卵へ大量に移行 していると共にリノール酸は速やかに肝外組織へ移行蓄積される｡
以上の成績より, 妊娠個体においてはいかなる条件においても, 必須脂酸自体の蓄積, 動員, 活性化が
非妊時よりも有効活発に行われており, しかも妊卵へはそれが常時大量に供給されていることを推 想 し
た ｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ウイスター系妊娠白鼠を標準食飼育, 飢餓, 脂肪乳剤負荷の条件下におき各臓器組織について松脂質量
を重量法により検討したところ母体肝, 筋における脂質保有率はいずれの条件下においても妊娠時では非
妊時より大であり, 胎盤, 胎仔肝においてもかなりの保有率を示し, 脂質の肝への動員, 肝外組織への蓄
積は妊娠時では非妊時よりもたかまっており, しかも妊卵へ大量の脂質が移行していることが推 想 され
た｡ ついで構成脂酸を井上, 野乱 平山法によるペーパークロマ トグラフィーにより肝, 筋についてみた
ところ, 構成脂酸に変わったところはなかったが, しかし妊娠時では非妊時に比しリノール酸, オレイン
酸が多量に含有されていることがわかった｡ さらに必須脂酸含量を H olm an, R iem enschneider の神藤
変法により測定したところ妊娠時ではいずれの条件下においても総必須脂酸含量は非妊時よりも大 で あ
り, 妊娠肝ではリノール酸よりのアラキ ドン酸への移行が先進しており, そのきい肝外組織からは容易に
リノール酸が肝へ動員されており, しかも妊卵へは大量のアラキ ドン酸が移行していることがわかった｡
以上から妊娠時の必須脂酸投与の意義について明らかにした｡
_ 本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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